
平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

六

七

号

「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
、
選
択
経
過
及
び
代
替
工
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

267



「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
、
選
択
経
過
及
び
代
替
工
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
地
下
水
の
建
屋
内
へ
の
流
入
抑
制
、
建
屋
内
の
汚
染
水
の
増
加
抑
制
及
び
建
屋
内
の
汚

染
水
の
海
洋
へ
の
遺
漏
防
止
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
す
べ
て
の
被
災
者
へ
の
国
の
責
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
国

及
び
国
民
の
国
際
的
責
務
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
構
築
し
よ
う
と
す
る
遮
水
壁
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
、
よ
り
早
期
に
、
よ
り
実

効
的
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
日
付
で
提
出
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
『
凍
土
壁
』
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
以
下
質
問
主
意
書
①
）
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
十
日
に
答
弁
書
（
以
下
答
弁
書
①
）
が
、
平
成
二
十

六
年
六
月
五
日
で
提
出
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
『
凍
土
壁
』
の
選
択
経
過
及
び
代
替
工
法
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
以
下
質
問
主
意
書
②
）
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
十
三
日
に
答
弁
書
（
以
下
答
弁
書
②
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
答
弁
書
①
で
は
、
「
御
指
摘
の
『
仮
設
構
造
物
』
の
定
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
」
い
と
し
て
具
体
的
答
弁
が

な
く
、
答
弁
書
②
で
も
、
「
『
恒
久
構
造
物
』
と
『
仮
設
構
造
物
』
の
定
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
」
い
と
し
て
、
質
問
二

に
対
す
る
回
答
が
な
か
っ
た
。

質
問
主
意
書
①
及
び
②
に
お
け
る
「
恒
久
構
造
物
」
と
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
あ
る
目
的
に
実
効
性
の
あ
る
本
体
的
な
構
造

一



物
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
建
屋
を
取
り
囲
み
閉
合
し
た
Ｒ
Ｃ
地
中
連
続
壁
は
、
凍
土
壁
の
よ
う
に
い
つ
か
は
解
凍
さ
れ
撤

去
さ
れ
る
構
造
物
で
な
く
、
そ
れ
自
体
が
地
下
水
の
建
屋
へ
の
流
入
を
防
止
し
、
汚
染
水
を
地
中
連
続
壁
の
外
に
遺
漏
さ
せ
な

い
効
果
を
も
つ
恒
久
的
構
造
物
で
あ
る
。
他
方
「
凍
土
方
式
の
陸
側
遮
水
壁
」
（
以
下
凍
土
壁
）
は
「
地
盤
凍
結
工
法
」
に
よ

る
が
、
同
工
法
は
「
地
盤
凍
結
工
法
は
地
盤
を
人
工
的
に
凍
結
し
、
凍
土
の
も
つ
完
全
な
遮
水
性
と
優
れ
た
力
学
的
強
度
を
利

用
し
て
、
土
木
工
事
中
の
遮
水
壁
・
耐
力
壁
と
す
る
仮
設
工
法
で
あ
る
」
（
地
盤
工
学
会
「
土
質
基
礎
工
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二

十
三
・
土
の
凍
結－

そ
の
理
論
と
実
践
」
一
九
九
四
年
六
月
発
行
）
と
あ
る
よ
う
に
、
土
木
工
事
中
の
一
時
的
な
期
間
し
か
用

い
ら
れ
な
い
「
仮
設
工
法
」
で
あ
る
。
ま
た
「
仮
設
構
造
物
」
と
は
「
本
体
的
構
造
物
を
構
築
す
る
上
で
必
要
と
な
る
一
時
的

な
仮
に
設
け
る
構
造
物
の
こ
と
で
あ
る
」
（
日
本
建
築
学
会
編
集
「
仮
設
構
造
物
計
画
の
手
引
き
」
二
〇
〇
九
年
二
月
発

行
）
。
凍
土
壁
は
、
建
屋
止
水
等
の
完
了
後
は
解
凍
撤
去
さ
れ
る
構
造
物
で
、
ま
さ
に
こ
の
仮
設
構
造
物
に
あ
た
る
が
、
規
模

に
お
い
て
前
例
が
な
い
極
め
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
少
な
く
と
も
七
年
間
こ
れ
を
存
続
さ
せ
、
維
持
管
理

す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
異
例
の
も
の
で
あ
る
。
凍
土
壁
に
つ
い
て
の
右
一
般
的
定
義
と
本
件
凍
土
壁
計
画
の
右
特
異

性
を
も
と
に
、
以
下
の
と
お
り
、
質
問
す
る
。

一

凍
土
壁
の
仮
設
構
造
物
性
に
つ
い
て

二



�

答
弁
書
①
で
は
、
「
『
建
屋
の
止
水
』
等
の
凍
土
壁
以
外
の
対
策
に
よ
り
、
地
下
水
の
『
建
屋
へ
の
流
入
』
が
防
止
さ

れ
、
凍
土
壁
が
不
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
（
略
）
凍
土
壁
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
（
答
弁
①－

一
）
と
あ
る
が
、
右
の
定
義
に
基
づ
き
、
改
め
て
問
う
。
凍
土
壁
は
地
下
水
の
建
屋
へ
の
流
入
を
防
止
す
る
「
恒
久
構
造

物
」
で
は
な
く
、
凍
土
方
式
は
「
地
盤
凍
結
工
法
」
の
こ
と
で
あ
る
た
め
「
仮
設
工
法
」
で
あ
り
、
凍
土
壁
は
「
仮
設
工

法
」
に
よ
る
「
本
体
的
構
造
物
を
構
築
す
る
上
で
必
要
と
な
る
一
時
的
な
仮
に
設
け
る
構
造
物
」
で
あ
る
と
政
府
は
認
識

し
て
い
る
か
。
異
な
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
の
定
義
に
基
づ
き
、
改
め
て
問
う
。
凍
土
壁
が
選
択
さ
れ
る
場
合
の
最
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
「
そ
の
遮
水
壁
が
恒

久
構
造
物
か
仮
設
構
造
物
か
」
の
点
に
つ
い
て
、
他
の
工
法
と
の
比
較
評
価
は
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
こ
で
、
専
門
的

知
見
を
得
た
の
か
。
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等
で
、
誰
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
比
較
評
価

が
さ
れ
た
の
か
、
検
討
結
果
と
と
も
に
、
回
答
さ
れ
た
い
。

二

「
建
屋
の
止
水
」
と
そ
れ
以
外
の
「
建
屋
へ
の
流
入
」
を
防
止
す
る
対
策
に
つ
い
て

�

答
弁
①－

一
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
建
屋
の
止
水
」
以
外
の
「
凍
土
壁
以
外
の
対
策
」
と
は
如
何
な
る
対
策
の
こ
と

か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
対
策
ご
と
に
、
そ
の
開
始
時
期
、
完
了
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
答
弁

三



書
①
に
は
「
凍
土
壁
と
は
別
の
工
程
」
と
あ
る
が
、
具
体
の
工
程
や
委
託
先
等
の
詳
細
は
、
政
府
発
表
文
書
等
の
ど
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

答
弁
書
①
に
お
い
て
「
建
屋
の
止
水
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
七
年
程
度
を
目
安
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
建
屋
の
止
水
を
完
了
す
る
時
期
と
の
趣
旨
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
開
始
時
期
は
い
つ
か
ら

か
。
特
に
、
後
記
の
質
問
四
の
凍
結
管
外
周
凍
土
の
閉
合
の
完
了
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
閉
合
の
確
認
前
に
止
水
の
開
始

を
予
定
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

答
弁
書
②
で
は
、
凍
土
壁
は
「
凍
結
管
の
交
換
が
可
能
で
あ
り
長
期
間
運
用
可
能
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
実
験
工
事
で

凍
結
管
の
交
換
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
あ
る
場
合
に
は
当
該
交
換
箇
所
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

凍
結
管
の
交
換
が
必
要
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
凍
結
管
の
交
換
に
は
凍
結
管
が
垂
直
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
各
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
当
た
り
凍
結
管
の
長
さ
は
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
体
の

も
の
か
、
溶
接
で
継
ぎ
足
し
た
も
の
か
。
溶
接
で
あ
れ
ば
、
凍
結
管
の
溶
接
個
所
は
い
く
つ
あ
る
か
。
岩
盤
層
を
含
む
地

層
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ぶ
凍
結
管
を
垂
直
に
設
置
す
る
こ
と
の
障
害
は
何
か
。

�

答
弁
書
②
に
お
け
る
凍
結
管
の
「
長
期
間
（
運
用
可
能
）
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
か
。
実
験
工
事
に

四



お
け
る
凍
結
開
始
時
期
、
完
了
時
期
は
い
つ
か
。
実
験
工
事
に
お
け
る
凍
結
完
了
か
ら
二
カ
月
ほ
ど
で
、
「
長
期
間
運
用

可
能
」
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。
完
工
検
査
は
行
う
の
か
。
い
つ
、
ど
の
段
階
で
行
う
の
か
。

三

「
地
下
水
の
流
入
抑
制
の
た
め
の
対
策
」
の
「
全
体
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
（
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
、
汚

染
水
処
理
対
策
委
員
会
）
に
よ
れ
ば
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
凍
土
壁
の
凍
結
完
了
ま
で
に
要
す
る
期
間
は
工
事
着

工
後
か
ら
半
年
程
度
で
あ
り
、
答
弁
書
②
で
は
「
凍
土
壁
は
、
雨
水
の
排
水
等
発
電
所
の
管
理
上
現
在
も
必
要
な
埋
設
管
を

破
断
す
る
こ
と
な
く
原
子
炉
建
屋
等
の
近
傍
に
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
あ
る
。

�

約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
凍
土
壁
を
設
置
し
、
凍
結
を
完
了
す
る
ま
で
を
こ
の
期
間
で
終
え
る
と
予
定
す
る
に
あ
た

り
、
凍
土
壁
設
置
予
定
場
所
周
辺
の
地
質
調
査
、
地
下
水
調
査
を
行
な
っ
た
か
。
行
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
調
査
主

体
、
調
査
時
期
、
調
査
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

凍
土
壁
設
置
予
定
地
周
辺
と
建
屋
内
・
外
に
存
す
る
埋
設
管
の
数
、
位
置
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
な
っ
た
か
。
行
な
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
調
査
主
体
、
調
査
時
期
、
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
の
埋
設
管
に
つ
き
、
地
上
の
も
の
と
地
中
の
も
の
を
区
分
し
て
、
そ
の
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
の
地
中
の
埋
設
管
の
う
ち
、
「
現
在
も
必
要
な
埋
設
管
」
の
数
、
位
置
、
用
途
に
つ
い
て
調
査
は
行
な
っ
た
か
。
行

五



な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
調
査
主
体
、
調
査
時
期
、
調
査
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
雨
水
の
排
水
」
の

他
に
何
が
「
現
在
も
必
要
」
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

凍
土
壁
設
置
後
も
、
地
中
の
埋
設
管
が
密
閉
さ
れ
ず
に
凍
土
壁
の
外
と
通
じ
て
い
る
場
合
、
地
下
水
の
流
入
な
い
し
、

汚
染
水
の
流
出
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
認
識
を
問
う
。

四

答
弁
書
②
で
は
「
『
非
閉
合
箇
所
』
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
凍
結
管
外
周
の

飽
和
土
が
凍
結
し
て
凍
土
壁
と
な
る
に
は
、
深
さ
約
三
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
凍
結
管
外
周
土
の
全
体
が
一
様
に
凍
結

し
、
隣
接
す
る
こ
の
よ
う
な
円
筒
状
の
凍
土
柱
同
士
が
重
な
り
、
隙
間
な
く
完
全
に
閉
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
完
全
に
閉
合

せ
ず
隙
間
が
空
く
と
こ
ろ
が
非
閉
合
箇
所
で
あ
る
。

�

答
弁
書
②
で
は
、
「
地
下
水
の
流
速
は
、
凍
結
し
た
箇
所
か
ら
順
次
減
少
し
、
凍
結
の
遅
い
箇
所
で
一
時
的
に
速
く
な

る
」
と
し
て
、
約
一
五
〇
〇
本
の
凍
結
管
の
凍
結
が
同
時
に
起
こ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
凍
結
が

早
く
生
じ
る
箇
所
、
遅
く
凍
結
す
る
と
い
う
場
所
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
よ
る
も
の
か
。

�

隣
接
す
る
円
筒
状
の
凍
土
柱
同
士
の
間
が
完
全
に
閉
合
せ
ず
、
隙
間
が
あ
い
て
い
れ
ば
、
地
下
水
の
建
屋
へ
の
流
入
を

防
止
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
下
水
の
流
速
が
早
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
凍
結
は
よ
り
困
難
に
な
る
の
で
は

六



な
い
か
。
係
る
非
閉
合
箇
所
が
地
表
面
で
は
な
く
地
下
深
部
に
及
ぶ
場
合
、
こ
れ
を
閉
合
し
て
、
「
一
時
的
」
状
態
か
ら

脱
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

答
弁
書
①
に
お
け
る
「
地
下
水
流
入
が
抑
制
さ
れ
な
い
場
合
等
、
凍
土
壁
の
効
果
が
現
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」

に
は
、
右
の
よ
う
に
凍
土
柱
同
士
の
間
の
閉
合
が
で
き
な
い
場
合
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

�

凍
土
柱
同
士
の
間
の
閉
合
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
認
す
る
の
か
。
答
弁
書
②
に
お
い
て
「
温
度
や
水
位
の
変
化
に
係
る

デ
ー
タ
等
か
ら
、
凍
土
が
閉
合
し
凍
土
壁
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
」
を
確
認
し
た
と
あ
る
が
、
隣
接
す
る
凍
結
管
の
中
央
位

置
で
の
深
さ
方
向
に
沿
う
温
度
が
計
測
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

地
中
で
凍
土
壁
の
閉
合
が
完
全
に
で
き
な
い
等
、
「
凍
土
壁
の
効
果
が
現
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
備
え
」
た

「
重
層
的
な
対
策
」
と
し
て
「
雨
水
の
浸
透
を
防
止
す
る
た
め
に
発
電
所
の
敷
地
内
を
舗
装
す
る
」
こ
と
は
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
か
。
他
に
ど
の
よ
う
な
「
重
層
的
な
対
策
」
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

五

建
屋
の
止
水
と
汚
染
水
の
「
移
流
」
及
び
「
拡
散
」
に
つ
い
て
答
弁
書
②
は
「
凍
土
方
式
の
陸
側
遮
水
壁
に
つ
い
て
は
、

原
子
炉
建
屋
等
へ
の
建
屋
へ
の
地
下
水
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
に
構
築
す
る
も
の
で
あ
り
、
放
射
性
物
質
に
係
る
（
略
）

「
移
流
」
及
び
「
拡
散
」
を
防
止
す
る
た
め
に
構
築
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
四
に
述
べ
た
凍
結
管
の
閉
合
が
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完
全
に
で
き
な
け
れ
ば
、
地
下
水
の
流
入
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
凍
土
壁
は
遮
水
壁
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
い

こ
と
に
な
る
が
、
他
方
で
答
弁
書
①
に
「
『
建
屋
の
止
水
』
等
の
凍
土
壁
以
外
の
対
策
に
よ
り
、
『
建
屋
へ
の
流
入
』
が
防

止
さ
れ
、
凍
土
壁
が
不
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
（
略
）
凍
土
壁
を
維
持
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
建
屋
内
の
汚

染
水
が
建
屋
、
更
に
は
凍
土
壁
の
外
側
へ
漏
出
す
る
こ
と
も
防
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
原
子
炉
圧
力
容
器
等
の

「
内
部
の
正
確
な
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
」
た
め
、
「
原
子
炉
建
屋
等
か
ら
外
部
に
水
が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

原
子
炉
建
屋
等
に
お
け
る
水
位
が
、
周
辺
の
地
下
水
の
水
位
よ
り
も
低
く
な
る
よ
う
管
理
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。

�

政
府
は
、
建
屋
等
内
の
水
位
を
建
屋
外
の
水
位
よ
り
低
く
な
る
よ
う
管
理
を
行
な
っ
て
い
れ
ば
、
建
屋
内
の
汚
染
水
が

建
屋
外
に
遺
漏
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
認
識
か
。
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

�

地
下
水
位
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
屋
の
止
水
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
建
屋
内
の
放
射
性
物
質
の
建
屋
外
へ
の

「
移
流
」
及
び
「
拡
散
」
に
伴
う
移
動
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
問
う
。

�

建
屋
内
の
汚
染
水
中
の
汚
染
物
質
の
建
屋
外
へ
の
「
拡
散
」
が
生
じ
う
る
場
合
、
凍
土
壁
の
構
築
が
完
了
し
、
建
屋
の

止
水
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
、
他
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
予
定
か
。

八



�

建
屋
の
内
外
を
繋
ぐ
埋
設
管
が
残
置
さ
れ
、
こ
れ
が
密
閉
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
汚
染
水
の
建
屋
外
部
へ
の
流
出
に
伴

い
、
汚
染
物
質
の
「
移
流
」
及
び
「
拡
散
」
に
よ
る
外
部
へ
の
漏
え
い
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
問

う
。

�

こ
う
し
た
「
移
流
」
及
び
「
拡
散
」
問
題
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。
検
討
結
果
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

九


